
45

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
ににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

日
常
生
活
に
お
け
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
ややややややややややややややややややややや
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ををををををををををををををををををををを
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
ししししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

火
災
や
事
故
を
防
止
し
よ
うううううううううううううううううううううう

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
ににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

日
常
生
活
に
お
け
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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会
員
募
集

　

◆
混
声
合
唱
団
東
京
Ｂ

Ｃ
Ａ　

月
３
回
。
日
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
、
久
留

米
中
学
校
で
。
会
費
月
３

５
０
０
円
ほ
か
。「
歌
詞

を
美
し
く
発
音
し
大
切
に

歌
う
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

保
育
あ
り
。
詳
し
く
は
佐

藤
緯
４
６
４
・
７
５
３
３

へ
。

　

◆
居
合
道（ 
正  
剣  
會 
）　

せ
い 
け
ん 
か
い

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午

後
４
時
半
～
６
時
半
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
１
５
０
０
円
。
初
心
者
、

女
性
も
可
。
見
学
可
。
詳

し
く
は 
早
乙
女 
緯
４
７

さ

お

と

め

１
・
４
５
２
０
へ
。

　

◆
寿
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ　

毎
週
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
正
午
、
中
央
町
地

区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
年

２
５
０
０
円
。　

歳
以
上

６０

の
方
。
８
月
か
ら
「
ラ
テ

ン
ダ
ン
ス
」
の
初
心
者
講

習
を
開
始
。
詳
し
く
は
関

沢
緯
４
７
１
・
３
９
４
７

へ
。

　

◆
は
ま
な
す
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル　

月
４
回
。
月

曜
日
午
後
１
時
～
５
時
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
少

し
踊
れ
る
方
。
女
性
講
師

が
丁
寧
に
指
導
。
見
学
自

由
。
詳
し
く
は 
東 
緯
４
７

ひ
が
し

２
・
４
１
０
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ　

第
２
・
第
４
水

曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３

時
半
、
東
久
留
米
駅
前
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
。
入

会
金
２
０
０
０
円
。
会
費

月
３
５
０
０
円
。
歌
謡
曲

ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。
作

曲
家
の
指
導
あ
り
。
詳
し

く
は
梶
野
緯
４
７
５
・
３

６
２
４
へ
。

　

◆
滝
山
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
の
会　

月
４
回
。
月
曜

日
午
後
１
時
～
５
時
、
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
１
０
０
０
円
。
モ
ッ

ト
ー
は
「
飲
ま
な
い
、
賭

け
な
い
、
吸
わ
な
い
」。

見
学
自
由
。
経
験
者
歓
迎
。

　

歳
ま
で
の
方
。
合
宿
あ

７０り
。
詳
し
く
は 
神  
保 
緯
４

じ
ん 

ぼ

７
２
・
１
３
３
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
混
声
合
唱

団　

月
４
回
。
土
曜
日
午

後
７
時
～
９
時
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
４
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
矢
澤
緯

４
７
４
・
０
３
８
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
柔
道
連

盟　

毎
週
土
曜
日
の
午
後

７
時
～
８
時
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。
小
学
生
。
見

学
可
。
詳
し
く
は
津
田
緯

４
７
６
・
２
３
３
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
ダ
ン
ス

連
盟　

月
４
回
。
日
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
、
市
商

工
会
館
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
。
詳
し

く
は 
東 
緯
４
７
２
・
４
１

ひ
が
し

０
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
交
響
楽
団

　

月
２
回
。
日
曜
日
午
後

６
時
～
９
時
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
中
原

緯
４
７
２
・
３
３
２
３
へ
。

催

し

　

◆
第　

回
あ
じ
さ
い
公

３８

園
手
づ
く
り
盆
踊
り
の
夕

べ
（
あ
じ
さ
い
公
園
手
づ

く
り
盆
踊
り
の
会
）　

８

月　

日
（
金
）・　

日
（
土
）

２４

２５

の
い
ず
れ
も
午
後
６
時
半

か
ら
、
あ
じ
さ
い
公
園

（
滝
山
三
丁
目
）
で
。
入

場
料
無
料
。
子
ど
も
た

ち
・
地
域
の
方
々
に
故
郷

を
思
い
、
各
地
の
盆
踊
り

を
楽
し
み
ま
す
。
詳
し
く

は
室
井
緯
４
７
１
・
３
７

２
６
へ
。

　

◆
ま
ご
こ
ろ
募
金
コ
ン

サ
ー
ト
・
東
日
本
大
震
災

復
興
・
支
援
（
団
塊
く
る

ね
っ
と
）　

８
月　

日
１８

（
土
）
午
後
１
時
半
開
演

（
１
時
開
場
）、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
入
場
料

１
０
０
０
円
。
①
「
落
合

川
と
南
沢
湧
水
群
」
上
映

②
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
「
ア
ス
キ
ー
弦
楽
四
重

奏
団
」。
詳
し
く
は
秋
本

緯
４
７
４
・
２
６
１
８
へ
。

　

◆
第　

回
納
涼
盆
踊
り

１９

大
会
（
下
里
ふ
る
さ
と
の

会
）　

８
月　

日
（
土
）・

１１

　

日
（
日
）
の
い
ず
れ
も

１２午
後
６
時
～
９
時
半
、
下

里
氷
川
神
社
（
下
里
二
丁

目
）
で
。
入
場
料
無
料
。

詳
し
く
は
島
崎
緯
４
７

１
・
１
３
８
５
へ
。

　

◆
夏
だ
！
花
火
だ
！
お

祭
り
だ
！
（
第　

回
夕
涼

２０

み
会
実
行
委
員
会
）　

８

月
４
日
（
土
）
午
後
５
時

～
８
時
、
東
京
学
芸
大
学

附
属
特
別
支
援
学
校
第
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。
入
場
料

無
料
。
花
火
は
午
後
７
時

半
か
ら
。
駅
前
商
店
会
協

賛
。
皆
さ
ま
の
お
陰
で　
２０

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
詳

し
く
は
同
事
務
局
（
さ
い

わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
緯

４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

　

◆
駅
前
夏
祭
り
（
東
久

留
米
駅
前
商
店
会
）　

８

月
４
日
（
土
）
午
後
５
時

～
９
時
、
東
久
留
米
駅
北

口
周
辺
で
。
う
ち
わ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
無
料
配

布
。
福
引
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
。
榛
名
物
産
展
な
ど
。

詳
し
く
は
竹
内
緯
４
７

１
・
０
０
０
７
へ
。

　

◆
タ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ッ
チ

を
ご
一
緒
に
（
自
由
学
園

タ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ッ
チ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）　

８
月　

日
１８

（
土
）
午
後
１
時
半
～
４

時
半
、
自
由
学
園
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
し
の
の
め
寮
（
学

園
町
１
ノ
８
）
で
。
参
加

費
無
料
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
中
田
緯
０
８

０
・
１
２
１
８
・
３
９
８

０
へ
。

　

◆
夏
休
み
工
作
理
科
実

験
教
室
「
偏
光
万
華
鏡
の

工
作
実
験
」（
東
久
留
米 
三 み

 
田 
会
）　

８
月　

日
（
土
）

た

２５

午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程

度
。
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。

小
学
４
年
生
以
上
。
保
護

者
も
可
。
定
員　

人
。
申

３０

し
込
み
は
、
は
が
き
に
氏

名
・
住
所
・
年
齢
を
記
入

の
上
、
市
内
滝
山
２
ノ
５

ノ
１
ノ
１
０
１
、
佐
武
昇

あ
て
郵
送
を
。
詳
し
く
は

 
佐  
武 
緯
４
７
５
・
０
４
０

さ 

た
け

９
へ
。

　

◆
み
ん
な
で
参
加
し
よ

う
「
こ
ど
も
と
と
も
に
」

（
成
美
教
育
文
化
会
館
）

　

８
月　

日
（
日
）
午
前

１２

　

時
～
午
後
４
時
、
成
美

１０教
育
文
化
会
館
で
。
参
加

費
無
料
。
詳
細
は
同
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
同

会
館
・
横
山
緯
４
７
１
・

６
６
０
０
へ
。

　

◆
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ヌ　

愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」（
東
久
留
米
愛

の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
）　

９
月
８
日
（
土
）
午

後
２
時
か
ら
（
１
時
半
開

場
）、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
入
場
料
３
０
０
０

円
（
高
校
生
以
下
１
０
０

０
円
）。
未
就
学
の
お
子

さ
ん
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
白
沢
緯
０
９

０
・
２
６
４
７
・
３
１
２

１
へ
。

　

東
久
留
米
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
地

域
で
の
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し

た
有
償
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

運
営
は
、
東
久
留
米
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
市
か
ら
委
託
を
受
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
、
お
子

さ
ん
を
預
け
た
い
方
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
会
員
）
と
預
り
た
い
方
（
サ

ポ
ー
ト
会
員
）
で
構
成
さ
れ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
一
人
に
対
し
て

複
数
の
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
紹
介
し
、

送
迎
・
預
か
り
に
対
応
し
て
い
ま

す
。お

子
さ
ん
を
預
け
る 

理
由
は
問
わ
ず 

依
頼
を
受
け
て
い
ま
す

　
「
仕
事
の
た
め
に
保
育
園
や
学

童
保
育
所
へ
の
送
迎
を
お
願
い
し

た
い
」「
兄
弟
の
行
事
が
あ
る
の
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

普
段
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い

子
ど
も
た
ち
に
、
体
操
や
ダ
ン
ス

を
通
じ
て
運
動
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
継
続
的
に
運
動
を
す

る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
本
年
度
か
ら

中
学
保
健
体
育
で
必
修

化
さ
れ
た
、
ダ
ン
ス
科

目
に
向
け
て
の
内
容
も

含
み
ま
す
。

　
【
日
時
】全
８
回
。
９

月
５
日
～　

月　

日
の

１０

２４

毎
週
水
曜
日
午
後
５
時

～
６
時

　
【
会
場
】ス
ポ
ー
ツ
セ

　

文
部
科
学
省
で
は
、
病
気
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
保

護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除

さ
れ
た
方
な
ど

に
対
し
て
、
中

学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
の

認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
合
格

し
た
方
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
【
願
書
受
付
期
間
】
８
月　

日
１７

（
金
）
～
９
月
４
日
（
火
）。
消
印

有
効

　
【
試
験
期
日
・
合
格
発
表
】
試
験

期
日
＝　

月
１
日
（
木
）
▼
合
格

１１

発
表
＝　

月
７
日
（
金
）
を
予
定

１２

　

浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
て
も
、

洗
濯
や
流
し
な
ど
の
排
水
や
汚
水

は
直
接
河
川
に
流
れ
込
み
、
汚
濁

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
浄
化
槽
を

利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
遅
滞
な

く
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
、

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば

子
ど
も
の
火
遊
び 

火
災
を
防
止
し
よ
う

　
　

年
～　

年
の
５
年
間
で
、
東

１９

２３

京
消
防
庁
管
内
で
は
、　

歳
以
下

１２

の
子
ど
も
の
火
遊
び
に
起
因
す
る

火
災
が
３
０
３
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
遊
び
に
よ
る
火
災

で
７
人
の
子
ど
も
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

過
去
の
火
災
発
生
状
況
を
知
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
火
遊
び
を
防

止
し
、
痛
ま
し
い
事
故
か
ら
子
ど

も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
過
去
の
火
遊
び
火
災
の
発
生
状

況
　

▼　

年
中
の
火
遊
び
に
よ
る
火

２３

災
は　

件
で
、

４５

過
去
５
年
間
で

は
最
も
少
な
い

発
生
件
数
と

な
っ
て
い
ま
す

が
、
継
続
的
な

防
止
対
策
や
注
意
喚
起
が
必
要
で

す
　

▼
発
火
源
と
し
て
最
も
多
い
の

は
ラ
イ
タ
ー
で
、
子
ど
も
に
よ
る

火
遊
び
火
災
の
約
７
割
を
占
め
て

下
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ

り
ま
す
。「
子
ど
も
を
預
け
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
を
済
ま
せ
た

い
」「
近
隣
に
知
人
が
い
な
い
の
で
、

自
分
の
病
気
や
出
産
の
と
き
が
不

安
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
登
録
を

お
勧
め
し
ま
す
。

「
お
助
け
隊
」（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）も
随
時
募
集
中

　

お
子
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
た
だ

く「
お
助
け
隊
」（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動

前
に
講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
く

の
で
、
子
育
て
か
ら
時
間
が
経
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
も
安
心
で

す
。
講
習
会
は
年
３
回
（
２
月
・

６
月
・　

月
）
開
催
し
て
い
ま
す
。

１０

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
、
サ
ポ
ー
ト

会
員
の
い
ず
れ
も
登
録
に
当
た
っ

て
は
、
必
ず
事
前
に
説
明
会
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
説
明
会
は
月
２

回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

※
説
明
会
場
で
の
保
育
は
無
料

●
お
子
さ
ん
の
送
迎
や
預
か
り
な
ど
●

い
ま
す

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に 

よ
る
火
災
を
防
止
し
よ
う

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
気
軽

に
用
い
ら
れ
て
い
る
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
で
す
が
、　

年
中
に
東
京
消

２３

防
庁
管
内
で
発
生
し
た
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
は　

件
で
、

２８

負
傷
者
が　

人
発
生
し
て
い
ま

１４

す
。 
こ
の
こ
と
か
ら
、
取
り
扱
い

説
明
書
な
ど
を
よ
く
読
み
、
も
う

一
度
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
正
し
い

取
り
扱
い
方
法
や
管
理
を
見
直
し

ン
タ
ー
１
階
第
一
武
道
場
ま
た
は

第
一
体
育
室

　
【
内
容
】
基
礎
的
な
体
操
・
ダ
ン

ス
に
よ
り
、
身
体
の
動
き
方
を
身

に
付
け
ま
す

　
【
対
象
】運
動
す
る
機
会
が
少
な

い
、
ま
た
は
運
動
が
不
得
意
な
小

学
生

　
【
定
員
】　

人
２０

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
金
）

１０

午
後
１
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７
０
・
７

９
０
０
へ
。

◎
こ
の
ほ
か
に
も
各
教
室
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
向

上
事
業
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
次

の
各
教
室
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

初
心
者
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
（　

～　

月
の
木
曜
日
を

１０

１１

予
定
）
▼
初
心
者
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
（　

月
～
１

１１

月
の
木
曜
日
を
予
定
）
▼
初
心
者

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

（
２
月
・
３
月
の
木
曜
日
を
予
定
）

　

詳
細
は
、
広
報
紙
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
に
掲
示
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
で
。

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
をを

向
上
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

向
上
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
すす

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
は「供
自
然　

つ
な
が
り　

活

力
あ
る
ま
ち
僑
東
久
留
米
」
を
市

政
の
基
本
構
想
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
内
で
唯
一
「
平
成
の
名

水
百
選
」
に
選
ば
れ
た
落
合
川
が

流
れ
る
「
湧
水
・
清
流
保
全
宣
言

都
市
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

き
れ
い
な
川
で
安
心
し
て
遊
べ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
市
民

の
責
務
と
し
て
、
早
急
に
公
共
下

水
道
へ
の
切
り
替
え
、
未
接
続
の

解
消
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え

工
事
は
、「
東
久
留
米
市
指
定
下

水
道
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
下
水
道

施
設
係
☎
４
７
０
・
７
７
５
９
へ
。

で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
開
催
の
説
明
会

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
木
）
午
前

２３

　

時
か
ら

１０
　
【
会
場
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

社
協
会
議
室

　
【
持
ち
物
】
入
会
希
望
者
（
保
護

者
）
の
顔
写
真

　

※
保
育
あ
り
（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
３
日
前
ま
で
に
要
予
約
）

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
４
７
５
･
３
２
９
４
へ
。

て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災

を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

▼
ボ
ン
ベ
は
向
き
な
ど
に
注
意

し
て
、
正
し
く
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

に
セ
ッ
ト
す
る 

　

▼
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
覆
う
よ

う
な
大
き
な
調
理
器
具
は
使
用
せ

ず
、
コ
ン
ロ
は
複
数
並
べ
て
使
用

し
な
い
よ
う
に
す
る

　

▼
五
徳
は
正
し
く
装
着
し
た
状

態
で
使
用
す
る

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

年
度
中
学
校
卒
業
程

　

年
度
中
学
校
卒
業
程
度度

２４２４

認
定
試
験
を
実
施
し
ま

認
定
試
験
を
実
施
し
ま
すす

　
【
試
験
科
目
】
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
外
国
語
（
英
語
）

　
【
試
験
会
場
】東
京
都
特
別
支
援

教
育
推
進
室
（
新
宿
区
赤
城
元
町

１
ノ
３
）

　
【
受
験
案
内
な
ど
の
配
布
場
所
】

都
教
育
庁
義
務
教
育
課
小
中
学
校

係（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
北
側
）

２７

　

詳
し
く
は
同
課
緯　

・
５
３
２

０３

０
・
６
７
５
２
へ
。

東
久
留
米
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

表１　①講座「安心して暮らせる楽しいまち～何が求められる～」日程
講師など（敬称略）内　　容区分日程回

市民大学運営委員会開講式、オリエンテーション開講９月５日１
駿河台大学経済学部教授前副学長　
南林 さえ子

地域特性を生かした安心で楽しい暮
らしとは

公開講座９月１２日２

漫画評論家・映画評論家　石子 順手塚治虫の世界講義９月１９日３
東京学芸大学教育学部准教授
田中 敬文

NPO等と行政の実りある協働のた
めに

講義９月２６日４

農林中金総合研究所特別理事
蔦谷 栄一

都市農業を守る講義１０月３日５

東久留米市企画経営室特命担当
吉川 光彦

市民と行政講義１０月１０日６

国立天文台名誉教授
日江井 榮二郎

悠久の時の流れにたちて
国立天文台（三鷹市）

講義
見学

１０月１７日７

東久留米市郷土資料室　　　　　　
文化財学芸員　山崎 丈

東久留米の歴史探訪（近代）講義１０月２４日８

学校法人自由学園最高学部特任教授
杉原 弘恭

放射能とわたしたちの生活
講義
見学

１０月３１日９

医療法人美永会 副事務局長
仙洞田 洋登

在宅介護を行う方に知っていてほし
いこと

講義１１月７日１０

市民大学運営委員会二ツ塚廃棄物広域処分場・日の出山荘見学１１月１４日１１
NPO法人地域ケアネットワーク　
ゆいまぁる理事長　八幡 茂子

逝き方上手、最期まで 私 らしく
わたくし

講義１１月２１日１２

市民大学運営委員会意見交換会意見交換１１月２８日１３
市民大学運営委員会意見交換会意見交換１２月５日１４
市民大学運営委員会修了式閉講１２月１２日１５

▼時間＝水曜日の午前１０時～正午（第７・９・１１回は一日の予定）▼会場＝成美教育文化会館５階
　教育センター第３研修室（第２回は中央図書館視聴覚ホール、第７・９・１１回は各見学先）

表２　②講座「２４年度防災まちづくり学校」日程
講師など内　　容日程回

防災まちづくりの会オリエンテーション９月５日１

中丸自治会・東久留米市消防第
二分団地区協議会

地域の自主防災、自治活動に学ぶ９月１２日２

生涯学習課立川防災館見学９月２６日３

防災まちづくりの会家庭内の防災対策１０月３日４

建築設計協会耐震補強－各種工法紹介１０月１０日５

防災防犯課・生涯学習課市内防災関連部署の見学１０月２４日６

防災防犯課・防災まちづくりの
会

地震だ！①東久留米市はこうする
　　　　②あなたならどうする

１１月１４日７

民生委員児童委員協議会災害時要援護者対策１１月２１日８

東京消防庁東久留米消防署救急救護の講義と実習１１月２８日９

防災まちづくりの会避難所の開設･運営１２月５日１０

防災まちづくりの会総合討論・修了式１２月１２日１１

▼時間＝水曜日の午後１時半～４時半▼会場＝成美教育文化会館５階教育セン
ター第１研修室（第３・６・９・１０回は別会場）

①
講
座
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
楽
し
い
ま
ち 

～
何
が
求
め
ら
れ
る
～
」

　

安
心
で
楽
し
い
暮
ら
し
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
学
習

し
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
程
・
内
容
】
表
１
の
通
り

　
【
受
講
料
】１
８
０
０
円（
資
料
・

保
険
代
な
ど
）

◎
講
座
の
第
２
回
を
無
料
公
開

　

今
年
度
の
市
民
大
学
中
期
コ
ー

ス
で
は
、
右
記
講
座
の
第
２
回
を

無
料
で
公
開
し
ま
す
。
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
９
月　

日
（
水
）
午
前

１２

　

時
～
正
午
。
当
日
直
接
会
場
へ

１０
　
【
会
場
】中
央
図
書
館
１
階
視
聴

覚
ホ
ー
ル

　
【
テ
ー
マ
】地
域
特
性
を
生
か
し

た
安
心
で
楽
し
い
暮
ら
し
と
は　

　
【
講
師
】駿
河
台
大
学
経
済
学
部

教
授
で
前
副
学
長
の
南
林
さ
え
子

氏
　
【
受
講
料
】
無
料

②
講
座
「　

年
度
防
災

２４

ま
ち
づ
く
り
学
校
」

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
市
を

災
害
に
強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

防
災
の
知
識
や
情
報
を
系
統
的
に

学
習
し
ま
す
。

　
【
日
程
・
内
容
】
表
２
の
通
り

　
【
受
講
料
】
１
６
０
０
円

（
資
料
・
保
険
代
な
ど
）

各
講
座
の
共
通
事
項

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

　
【
定
員
】
各　

人
（
応
募
者

３０

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

申
し
込
み
は
８
月
１
日

（
水
）
～　

日
（
金
）
に

１７

（
消
印
有
効
）、
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
の
コ
ー
ス
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
０
０

５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ　

、
２３

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
N

P
O
法
人
東
久
留
米
市
文
化

協
会
事
務
局
あ
て
郵
送
を
。

　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局

☎
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

子
ど
も
の
火
遊
び
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
よ
る
火

子
ど
も
の
火
遊
び
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災災

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししししししししししししししし
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ななななななななななななななななななななななななななななな
ががががががががががががががががががががががががががががが
ららららららららららららららららららららららららららららら
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ののののののののののののののののののののののののののののの
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
ををををををををををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
ししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててて

楽
し
み
な
が
ら
体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

浄化槽を使うと、生活排水や汚水が川に流れるのでダメ！

清
ら
か
な
川
を
残
し
た
い
、
い
つ
ま
で

清
ら
か
な
川
を
残
し
た
い
、
い
つ
ま
で
もも

市民大市民大学学
中期コー中期コースス

２つの講座をご用意
しています

「お助け隊」（サポート会員）講習会の様子

　① ライターなどは、子どもの目に触れな
い場所に、かつ手の届かない場所で厳重に
管理する
　② 子どもだけを
残しての外出は絶
対にしない。また
保護者などが在宅
していても、子ど
もには常に注意を
払う
　③ 子どもには幼児期から火災の怖さや
火遊びの危険性を教える
　④ 子どもが簡単に操作できないチャイ
ルド・レジスタンス・ライター（ＣＲライ
ター）を使用する
　⑤ 不要になったライターは、市の指定す
る方法で速やかに廃棄する
　⑥ 自分の子どもだけでなく、他の家の子
どもにも火遊びの危険性についてしっかり
と注意するなど、地域全体で火遊び火災を
防ぐ

スポーツ祭東京２０１３
「ゆりーと」

スポーツ祭東京２０１３
「ゆりーと」

火遊び火災を防ぐための
６つのポイント

公
共
下
水
道
へ

公
共
下
水
道
へ
のの

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
かか

　

今
年
の
夏
、
市
役
所
の
正
面
入

口
横
（
屋
外
）
に
ハ
ス
（
蓮
）
の

鉢
植
え
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
鉢
植

え
は
、
東
久
留
米
市
建
設
業
協
会

の
ご
厚
意
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、　

の
鉢
に　

種
類
の
ハ
ス

１０

１０

の
花
が
、
順
次
咲
く
よ
う
に
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
か
ら
は
、
次
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　
「
ハ
ス
は
水
中
の
泥
か
ら
芽
を

出
し
、
清
ら
か
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
供
沈
ま
な
い
、

へ
こ
た
れ
な
い
僑
強
さ
は
、
東
日

本
大
震
災
後
の
私
た
ち
に
何
か
を

伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」。

　

花
の
開
花
日
数
は
４
日
間
と
短

め
で
す
が
、
清
楚
に
咲
く
姿
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
来

庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
な
お
、
花
や
つ
ぼ
み
に
は
手

を
触
れ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

ま
ち
の
話

ま
ち
の
話
題題

ハスの鉢植えが市役所正面入口横に設置されました

ハ
ス
の
鉢
植
え
が
市
役
所
の
正
面
入
口
横

ハ
ス
の
鉢
植
え
が
市
役
所
の
正
面
入
口
横
にに

設
置
さ
れ
て
い
ま

設
置
さ
れ
て
い
ま
すす

市
内
の
石
塚
園
芸

市
内
の
石
塚
園
芸
がが
、、オ
ラ
ン
ダ
の
博
覧
会

オ
ラ
ン
ダ
の
博
覧
会
でで

コ
ン
テ
ス
ト
「
１
席
」
を
受
賞
し
ま
し

コ
ン
テ
ス
ト
「
１
席
」
を
受
賞
し
ま
し
たた

　

現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
中
の

「
２
０
１
２
年
フ
ェ
ン
ロ
ー
国
際

園
芸
博
覧
会
」（
フ
ロ
リ
ア
ー
ド
２

０
１
２
）
で
、
市
内
の
石
塚
園
芸

（
滝
山
七
丁
目
）が
生
産
し
た「
プ

リ
ム
ラ　

マ
ラ
コ
イ
デ
ス
」（
西
洋

サ
ク
ラ
ソ
ウ
。
品
種
名「
黄
萌（
き

ぼ
う
）」
が
、「
第
１
回
品
種
コ
ン

テ
ス
ト
」（
春
の
コ
ン
テ
ス
ト
）
に

お
い
て
最
高
の
１
席
を
受
賞
し
ま

し
た
（
青
色
の
花
が
特
徴
の
品
種

名
「
湖
畔
の
夢
」
も
フ
ロ
リ
ア
ー

ド
賞
を
受
賞
）。

　

世
界
各
国
か
ら
数
多
く
の
園
芸

品
が
出
展
さ
れ
る
同
博
覧
会
は
、

別
名
「
花
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

も
言
わ
れ
、
園
芸
先
進
国
の
オ
ラ

ン
ダ
で　

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

１０

世
界
最
大
の
花
き
の
祭
典
で
す
。

　
「
こ
ぼ
れ 
種 
か
ら
生
え
て
く
る

だ
ね

野
生
の
力
強
さ
と
か
わ
い
ら
し
さ

を
併
せ
持
つ
、
こ
の
花
の
庶
民
的

な
風
情
が
大
好
き
で
す
」
と
語
る

の
は
、
同
園
芸
代
表
で
生
産
者
の

石
塚
健
壽
さ
ん
。
今
回
の
受
賞
品

種
は
黄
緑
色
し
た
花
が
特
徴
で
、

　

年
の
歳
月
を
か
け
て
自
前
で
育

１０種
選
抜
し
た
も
の
で
す
。

　
「
納
得
の
い
く
（
花
の
）
色
が
固

定
さ
れ
て
出
て
く
る
ま
で
に

長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す
。

育
種
は
絵
の
具
を
混
ぜ
る
よ

う
に
は
い
か
ず
、
無
駄
が
多

く
、
大
変
根
気
の
い
る
作
業

で
す
」と
石
塚
さ
ん
は
静
か
に

語
り
ま
す
が
、
受
賞
し
た
花

の
誕
生
の
陰
に
は
、
育
種
と

い
う
息
の
長
い
作
業
が
試
行

錯
誤
の
上
、
地
道
に
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

取
材
の
際
、「
現
地
で
の
厳
し

い
通
関
を
通
っ
て
博
覧
会
へ
出
展

で
き
た
こ
と
は
、
初
日
に
観
覧
し

帰
国
し
た
日
本
人
の
方
か
ら
教
え

て
も
ら
い
、
私
も
知
っ
た
の
で
す

よ
」
と
、
意
外
な
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
、
日
本

か
ら
オ
ラ
ン
ダ
国
内
へ
花
を
持
ち

込
む
場
合
、
現
地
通
関
の
植
物
検

疫
で
禁
止
さ
れ
る
と
、
そ
の
花
は

焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

育
て
た
花
が
無
事
に
博
覧
会
へ
出

展
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
石
塚
さ

ん
自
身
と
て
も
気
掛
か
り
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
回
の
出
展
に
向
け

て
は
、
２
カ
月
間
９
回
に
渡
る
国

内
検
疫
と
通
関
の
た
め
の
入
念
な

準
備
作
業
と
い
う
苦
労
も
併
せ
て

あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
地
道
な
作
業
を

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

も
、　

年
来
共
に
す
る
ス
タ
ッ
フ

４０

の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
は
達
成

感
が
大
き
い
で
す
ね
。
今
後
に
つ

い
て
で
す
か
…
。供
こ
れ
は
僑と
い

う
も
の
が
出
た
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
抱

負
を
語
る
石
塚
さ
ん
に
、
秘
め
た

意
志
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

粘
り
強
く
育
種
を
継
続
す
る
努

力
が
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ

た
石
塚
園
芸
の
業
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

来年に向けた種まきの作業中（石塚園芸で）

海外のコンテストで最高の１席を受賞した
西洋サクラソウ「プリムラ　マラコイデス」


